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今金町民憲章

。民主主穫に徹 して生活を合理化して近忙的な町にいた しましょう。

O 健康で勤労にはげむ明るい町にいた Lましょう。

。綾能をみが会窪察白開尭に努め豊かな町にいた LまLょう 。

O 融聾をたかめ楽しく生活できる平和な町にいたしましょう。

制定昭和信年10月1目



計画の基本方針

1.高齢者を支える体制づくり

2.高齢者の在宅福祉を支える条件づくり

3.高齢者を助け合い支え合う環境づくり

4.高齢者の充実した生活を支える生きがいづくり

5.安全で住み良い、福祉の町かづくり

幸せづくり…

健福祉計画策定

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の

計
画
策
定
の

趣

旨

合う・・・支え

今金町高齢者保
(平成 6---...11年度)

日
本
町
人
口
比
率
は
、
諸
外
国
に

例
を
見
な
い
早
さ
で
高
齢
化
が
進
み
、

幻
世
紀
に
は
国
民
の
4
人
に

1
人
が

的
歳
の
高
齢
者
と
い
う
、
超
高
齢
化

社
会
を
迎
え
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。本

町
の
日
歳
以
上
人
口
比
率
は
平

成
ロ
年
に
は
お

・
6
%
に
な
る
見
込

み
で
あ
り、

全
国

・
全
道
の
平
均
を

大
き
く
上
回
る
現
状
で
す
。
ま
た
、

高
齢
化
、
核
家
族
化
、
小
子
化
、
小

家
族
化
が
進
み
、
親
と
の
同
居
志
向

も
変
化
し

つ
つ
あ
る
。

一
方
、
医
療

費

・
介
護
費
用
な
ど
の
増
大
な
ど
行

政
負
担
及
ぴ
、
受
益
者
負
担
が
増
大

す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
社
会
情
勢

を
見
通
し
た
条
件
整
備
が
今
後
の
課

題
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
国
は

「高
齢
者
保
健
福
祉
推
進
叩
カ
年
戦

略
」
(
ゴ

ル
ド
プ
ラ
ン
)
を
策
定

し
、
高
齢
者
の
保
健
福
祉
分
野
に
お

助け合う・・・

• • 

社
会
参
加
、

生
き
が
い
づ
く
り
の
方
策

平
成
4
年
3
月
に
、
聞
社
会
福
相

協
議
会
が
町
内
に
住
む
臼
歳
以
上
を

対
象
に
し
た
寸
高
齢
者
の
生
活
と
意

識
調
査
に
関
す
る
調
査
し
で
は
日
常

生
活
の
中
で
生
き
が
い
を
感
じ
る
の

は
、

「
元
気
で
仕
事
に
熱
中
し
て
い

る
と
き
」

「
趣
味
に
打
ち
込
ん
で
い

る
と
き
し

「家
族
と
だ
ん
ら
ん
し
て

い
る
と
き
L

「
仲
間
や
友
達
と
い
る

と
き
」
の
順
と
な

っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
各
種
ポ
ラ
ン
テ 町

を
め
ざ
し
て

け
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
町
総
合
計
画

に
の

っ
と
り
、
高
齢
者
の
保
健
・
医

療
福
祉
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
実
施
目

標
及
び
提
供
・
実
施
に
関
す
る
推
進

を
総
合
的
に
図
る
こ
と
を
目
的
に
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

高
齢
者
を
取
り
巻
く
現
状

本
町
の
総
人
口
は
、
昭
和
初
年
の

1
万

2
千
5
百
お
人
を
ピ
1
7
に
年

々
減
少
し
て
お
り
、
平
成
5
年
に
は

7
、
5
3
7
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
布
年
以
降
の
本
町
に
お
け
る
人

口
減
少
は
、
出
生
数
円
減
少
に
よ
る

自
然
増
の
伸
び
悩
み
と
、
町
外
流
失

に
よ
る
社
会
減
が
今
後
も
続
い
て
行

く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

日
歳
以
上
の
高
齢
者
数
は
急
速
に

増
加
し
老
年
人
口
比
率

(
総
人
口
に

占
め
る
白
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合
)

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。

ィ
ア
活
動
や
就
労
の
機
会
を
つ
く
る
、

趣
味
活
動
で
の
集
合
方
式
の
呼
び
か

け
の
み
な
ら
ず
テ

1
7
や
内
容
、
年

現況

(平成5年度)

な L

施脂規模

1. 800m' 

基準

3削 m'

定且

80，本

B型

15名

A平成 5年度生きがい対策事業参加者

サービスの目標水準と目標章(平成12年)

2 )施設・保健福祉サー ビス

虚弱老人

施訟の概要

老人慨世

施設

施設組制

ディサピ
スセ/ター

サービス
円目標fil:

5.216回

181 回
1.267日

ホムヘル

プサービス

ン ョー ト
スア ィ

目明

計画の目標年次における高齢者人口
1 )人口亙び高齢者人口

項 目
現 状 高齢者保健福祉計画的内容(平成12年)

数 {直 数 イ直 内 民廿

総 人 口 7.537 6， 254人 センサス変化率法

40歳以上 人口 4，247人 (56.3%) 3，882人 11 (62.1%) 

65歳以上人口 1，405人 (18.6%) 1， 600人 11 (25.6%) 

75歳以上人口 547人 (7.3%) 674人 11 (10.8%) 

※総人口6，254人で65歳以上が25.6%と町民4人に l人は65歳以上の高齢者になる
という予測です。

項 目 平成 5年(在宅) 平成12年 (在宅) 増加率

65歳以上人口 1， 405人 1， 600人 7% 

要援 護 老人 129人 163人 1% 

要介 穫 老人 92人 117人

寝たきり老人 84人 (7人) 105人 (20人)

痴呆老人 8人 (8人) 12人 (12人)

虚 •• 老 人 37人 (18人) 46人 (33人)

2 )要援護老人の推計
築
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
以
下
5
占
を
柱
と
し
て

高
齢
者
向
支
援
シ
ス
テ
ム
を
燐
築
す

る
た
め
の
調
整
と
連
携
を
図
っ

て
い

き
ま
す
。

川
施
設
整
備
と
組
織
の
再
編
成

ω情
報
及
び
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

体
制
整
備

問
住
環
境
整
備
と
ま
ち
づ
く
り

附
推
進
体
制
の
整
備

間
障
害
者
へ
の
対
応

高
齢
者
福
祉
の
施
策
は
、
施
設
中

心
か
ら
在
宅
中
心
円
支
援
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
に
向
か

っ
て
お
り
、

生
活
支

援
か
ら
介
護
支
援
、
さ
ら
に
は
対
象

の
特
定
化
か
ら
サ
ピ
ス
の
普
遍
化

へ
と
時
代
の
要
諦
は
変
わ
り

つ
つ
あ

り
、
本
町
に
お
い
て
も
寸
在
宅
ケ
ア

推
進
」
に
対
応
し
た
ン
ス
テ
ム
の
椛

なし

な L
在宅介護支

援セノター3，891回ディサピス

調
整
と
連
携• • 

齢
層
に
よ
る
活
動
の
枠
を
広
め
て
い

〈
こ
と
と
老
人
ク
ラ
ブ

・
婦
人
団
体

・
各
種
団
体
内
機
能
を
最
大
限
に
活

なL

社告福祉協議
会で給食サー
ビス主臨時E

社会福祉協議
会で 5名めヘ
ルパーを深遣
している

lカ所

訪問看護

ステ ー
ン ョ ン

石一一五

サービス
センタ

ヘルJずー

ステ
ンョン

32回

115四

6
6
6
 

0

一
O
ノ
ラ

却

却

却

拙"Ii教育

位脱相臨

町民的各哩柚拾の砕発
実施 ~，後指導等世府管
理健版指持を行う中肱
施設

保惜

センター

健康 器査

用
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。

なし

「盟寿国」
50床

総合福祉施設
一一一一一一一了一一一一一一」

荊院ょっ布宅復却を可能
にするための抽出回復訓
練施設

日常生稲 臼'，'ii1fd.作訓融
桔 ft 入描家紋介植
者救出~IU信

在宅寝たきり老人的介唖
に閲する相棋や文控を舵 11カ所
合的に行う

疾病等(7);;{E:志老人に対し

ZZ誤認露首長持 11カ所

ヲ

在宅老人への継蛇的食事
的提供と食生活改普 健
康桁埠を行う

ホ ムヘルパーを常勤さ

22護主主豊能誌I |lカ所

る

1)在宅保健・福祉サービス

l サ ビスの目標水準

担たきり老人

痴呆性老人

321¥ 33人
週4回週 2目

il~~副担 Ilõ51~ 

32人 ::¥el人

年 6回年 1凹

(1回 7日 l回7BH的

32人 33人
過 3回 | 週2回

年46週 1 年sLi且
対象 40品以上

一般健康教育16回
毘点健版事育16団

対象 40歳以上
一般健版相官業9fi回

重点世成相説19回

基本健牒怯査 50% 肺ガン
大脇ガン 30% まLガン

子宮2ゲン 30% 同ガン
(30歳以上)

40-64歳迎2四年26)且
65歳以上 過2日年2出且

組たきり年12回虚由年 6回

(対象者438人)
例象者団人) (対象者間人)

1カ所

在宅で町介唖がつ不可能な
高齢者向入所福祉施世
掴男、性老人専用等町整備
(平成II年以降の計画子

定)

特別養護

老人
ホーム

年延べ

}， 404人

年延べ

631人

機能訓練

訪 問 指導

なし

「盟寿国J

3床

老人保
健地設

に増設

30床

160人

4床

一人非らし 町齢者夫掛
世帯や身体機能低下で生
活に平安明ある河齢者が
ケアっき住宅で町目立生
活をめざす

在宅老人的介R護者の社会
的理由私的理由による短
期施位入所

ヶアハウス

ンョ ト

ステ 4
(ミ!ル
ステイ)

寝たきり老人

けナ象者120人)

週 I四年52週

53人

87人

53人

厳守j老人

(す担説者45人)
週 11m年52週

年 1回

~， 1回

年 3回

割問口腔指導

訪問栄晶指導

掴 果性

訪問j指場

〕2
 

〔

840回

〕3
 

〔

老人前附1;ß.~



2
部
制
に
機
構
改
革

3
月
開
催
の
第

一
固
定
例
町
議
会

で
「
部
設
置
条
例
」
案
が
可
決
さ
れ
、

4
月

1
日
か
ら
現
行
内
課
制
度
を
総

務
、
経
済
の

2
部
制
に
機
構
改
革
し

ま
し
た
。

総
務
部
に
は
総
務
、
企
画
調
堅
、

税
務
、
町
民
福
祉
の

4
棋
と
新
設
し

た
総
合
福
祉
施
設
建
設
対
策
室
及
び

国
保
病
院
を
置
き
、
経
済
部
に
は
商

工
観
光
、
農
林
、
水
道
、
挫
設
、
耕

地
開
発
の

5
謀
を
鐙
く
も
の
で
す
。

4
月
1
日
付

町
職
員
の
人
事
異
動

4
月

1
日
付
で
、
町
職
員
の
人
事

即
時
動
的
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
@

(
)
は
前
職
。

。
総
務
部

総
務
部
長
H
助
役
管
掌吉

田

英

俊

マ
総
務
銀

謀
長

(税
務
謀
長
)

坪

固

有

陰

謀
長
補
佐

(主
幹
兼
管
財
係
長
)

吉

村

教

聖

総
務
係
長

(教
育
委
員
会
管
制
悼
謀
総

務
係
長
)

藤

原

弘

一

職
員
厚
生
係
長
兼
管
財
係
(
企
画
調

安
達

広

建
築
公
園
係
旅
土
木
係

(土
木
係
)

津
山

泰
彦

建
築
公
園
係

(建
築
係
)安

達

雄

一

都
市
計
画
係
兼
建
築
公
園
係

(建
築

係
兼
都
市
計
画
係
)
相

馬

透

管
理
用
地
係
兼
維
持
係
(
公
園
係
兼

管
理
係
)

鈴

木

正

之

車
輔
係
兼
維
持
係
(
管
理
係
)

小

泉

健

治

木
島

光
男

石
川

誠

マ
耕
地
開
発
課

謀
長

(水
道
部
長
)

市

原

正

謀
長
補
佐

(主
幹
兼
管
理
係
長
)

竹

内

正

夫

主
幹
兼
管
理
係
長

(建
設
楳
主
幹
兼

管
理
係
長
兼
用
地
係
長
)

佐
久
間
優
一

農
地
整
備
係
長
兼
管
理
係
(
町
民
福

祉
課
国
保
係
)

酉

勝

明

土
地
改
良
係
兼
由
民
地
整
備
係
(
土
地

改
良
係
兼
農
業
開
発
係
)

東
海
林

O
機
会
事
務
局

広
務
局
長

(教
育
委
員
会
管
理
楳
長
)

渡

辺

茂

O
教
育
委
員
会

管
理
課
長

(商
工
観
光
課
長
兼
ク
ア

プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
支
配
人
)

務
課
企
画
調
整
係
長
)伊

藤

財
政
係
長
(
総
務
係
長
)八

重
樫
旨
雄

管
財
係
長

(職
貝
厚
生
係
長
兼
管
財

係
)

藤

田

民

男

総
理
係
長

(議
会
事
務
局
総
務
係
)

小
原
ト
キ
子

総
務
係
兼
経
理
係

(新
採
用
)

遺
疎

盛
人

マ
企
画
鯛
整
際

限
長

(町
民
福
祉
謀
長
)川

島

主
幹

(商
工
観
光
州
時
主
幹
)

池

田

常

教

企
画
調
整
係
長
(
町
民
福
祉
課
福
祉

係
長
)

外

崎

秀

人

住
民
運
動

・
交
通
安
全
係
長
兼
調
査

係
長

(調
査
係
長
兼
企
画
調
整
係
)

南

川

康

男

広
報
広
聴
係
長
栄
町
史
編
纂
伍
町
長

(広

報
広
聴
係
長
)

北

見

伸

夫

住
民
運
動

唱
交
通
安
全
係
兼
開
査
係

加
企
図
制
盤
係

(総
務
融
財
政
係
)

白

山

晋
事己
手E

マ
税
務
課

謀
長

(議
会
事
務
局
長
)森

忠
雄• • 

相

原

博

夫

社
会
教
育
課
長
制
佐

(主
幹
般
文
化

財
保
妓
係
長
)

村

上

規

雄

管
理
際
総
務
係
長

(総
務
謀
財
政
係

長
)

重
田

実

体
育
振
興
係
長

(農
林
諜
農
業
振
興

係
長
兼
林
務
係
)

尾

崎

克

之

社
会
教
育
係
長
(
社
会
教
育
係
長
兼

体
育
振
興
係
)

中
島

光
弘

文
化
財
保
護
係
長
(
文
化
財
保
護
係
)

寺

崎

康

史

社
会
教
育
係
兼
体
育
振
興
係

(農
林

線
路
政
係
兼
農
業
振
興
係
)

森

朋

彦

稔

。
農
機
委
員
会

事
務
次
長
旅
総
務
係
長
兼
農
地
係
長

(事
務
次
長
抽
出
総
務
係
長
)

平

原

昌

美

総
務
係
兼
農
地
係

(税
務
課
資
産
税

係
兼
住
民
税
係
)

川

平

秀

明

。
側
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
研
修
派
遣

宮

本

彰

(
総
務
謀
総
務
係
兼

職
員
厚
生
係
)

中

里

英

明

(
7
7プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
管
理
係
)

伊
藤

嫡
徳

(
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ

カ
管
理
係
)

0
3
月
れ
日
付
定
年
退
職

今

野

佑

(町
史
編
纂
室
長
)

田

村

正

己

(住
民
運
動

・
交
通

安
全
係
長
)

総
務
課

総
務
係
策
経
理
係遠

藤

，膏

新人です

よろしくお願いします

課
長
補
佐

(謀
長
補
佐
兼
住
民
税
係

長
)

杉

内

秀

次

王
斡
兼
住
民
税
係
長

(耕
地
開
発
楳

農
業
開
発
係
長
兼
管
理
係
)

笠

原

勝

二

資
玲
税
係
兼
住
民
税
係

(新
採
用
)

岸

貴
之

マ
町
民
福
祉
課

課
長

(企
画
調
路
課
長
)宮

沢

昭

雄

保
健
婦
王
斡
兼
保
健
指
導
係
長
(
保

健
指
導
係
長
)

藤
田
喜
枝
子

福
祉
係
長
(
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
管

理
係
長
)

長

崎

健

司

福
祉
係
兼
国
保
係

(国
保
病
院
医
事

係
)

山
崎

憲
彦

稲
祉
係

(福
祉
係
抽
出
由
保
係
)

山
田

哲
也

国
保
係

(術
生
係
)

賭

戸

康

浩

術
生
係

(福
祉
係
)

古

谷

哲

男

マ
総
合
福
祉
施
設
建
設
対
策
室

室
長

(町
民
福
祉
課
長
)川

島

国
民
年
金
保
険
料

の
免
除
申
請
を

受
付
け
て
い
ま
す

..免除には次の2種類があります ..

吋
法

が
防

と
予

こ

い

'
Q

ら

取

+' 

助

き

受

扶

と

を

活

る

金

生

い

年

る
て
宜
口

よ

け

障

に
、
フ
の

法

を

金

)

護

助

年

み

保

扶

者

の

活

活

用

級

生

生

被

2

-
の

1

金

1

年

(

h
p
蹴
時

間
出
園

笹
る

圃
酒
圃

障

き

咽
司
咽

・
で

S
R

2
 

税
務
課

資
産
税
係
兼
住
民
税
係

岸

貴
之

盛
人主

幹

(商
工
観
光
課
主
幹
)

池

田

常

教

総
合
福
祉
総
設
建
設
対
策
係
長

(町

民
福
祉
制
昨
日
明
祉
係
長
)外

崎

秀
人

マ
国
保
病
院

事
務
次
長

(事
務
次
長
兼
庶
務
係
長

策
医
事
係
長
)

遠
藤

武

男

給
食
科
長

(給
食
係
長
)鉢

昌

裕

子

理
学
診
療
科
長
(
理
学
診
療
係
長
)

村

井

民

男

臨
床
検
査
科
長

(臨
床
検
査
係
長
)

柏

田

幸

子

経
理
係
長
兼
庶
務
係
長

(経
理
係
長
)

清
水

寛

医
事
係
長

(医
事
係
)
小

西

恵

子

臨
床
検
査
係
長

(臨
床
検
査
技
士
)

大
崎
洋
一

施
設
維
持
係
長

(庶
務
係
)

多
国

佐
藤

車己
手E

医
事
係

(新
採
用
)

O
経
済
部

(. le 

直定
樹男

国
民
年
金
の
強
制
加
入
者
で
ま

っ

た
く
収
入
の
な
い
方
、
あ
る
い
は
家

計
が
苦
し
く
て
保
険
料
を
納
め
た
く

て
も
納
め
ら
れ
な
い
方
の
国
民
年
金

保
険
料
の
免
除
申
簡
を
受
付
け
て
い

ま
す
.

免
除
申
踏
を
し
な
い
で
保
険
料
を

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
き
ま
す
と
、

届け出れば保険料が免除されます

1. 所得がないとき

2 地方税法上町障害者、または寡婦で年間

所得が一定以下のとき.

3.その他保険料を納付することが困難な特別の理由がある

とき.

二ー一一i--申請して承認を受けると、保険料が免除されます

G雷診

省益
..免除されだ期間の扱いは次のようになります..

:
 

す

一

+

手

一

れ

一

気

一
算

一
合

一

¥
I
l
l
1
1ノ

"対f
 

期格資給受

国
保
病
院
医
事
係佐

藤

直
樹

[ 4 ) 

経
済
部
長

(総
務
謀
長
)大

和

マ
商
工
観
光
課

課
長

(総
務
課
長
)

マ
農
林
際

主
幹
旅
農
政
係
長

(良
政
係
長
)

高
畑

秀

樹

農
業
振
興
係
長
兼
林
務
係

(教
育
委

只
会
体
育
振
興
係
長
)福

地

邦

夫

農
政
係
(
税
務
課
住
民
税
係
兼
資
産

税
係
兼
徴
収
係
)

住

吉

淳

マ
水
道
標

課
長
(
耕
地
開
発
課
長
)渡

辺

英
雄

大
辛口

英
雄茂

マ
建
設
謀

謀
長
補
佐
兼
建
築
公
園
係
長

(謀
長

補
佐
兼
建
築
係
長
)
滝
本

隆

司

管
理
用
地
係
長

(農
業
委
貝
会
燥
地

係
長
)

柏

田

守

維
持
係
長

(公
園
係
長
)伊

藤

光

広

車
輔
係
長
兼
維
持
係
(
管
理
係
)

将
来
年
金
が
受
給
で
き
な
く
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下
さ

し
-
申
前
方
法

印
鐙
持
参
の
上
、
町
民
福
祉
課

年
金
係
へ

・
期

限

五

月

末

日

ま

で

、寝霊轟

計算の対象期間になりますが、その期I自分の

年金額は、保険料を納めた場合の 3分の lの
金額になります。

年金額を計算するときは

怒ら

免除された保険料分は10年までさかのぼって

追納できます。ただし、免除された当時の保

険料に一定の率を掛けた金額になります.子市町
〕5
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沖縄県や佐賀県からの留学生を迎え

美利河小学校12名で山村留学継続

山
村
留
学
生
町
受
け
入
れ
を
始
め

て
5
年
目
を
迎
え
る
英
利
河
小

(立

川
崎
昌
次
校
長
)
で
は
、
今
年
も
ロ
名

町
留
学
生
を
迎
え
、

4
月
6
日
に
始

業
式
が
行
わ
れ
、
関
学
生
は
自
然
盟

か
な
美
利
河
小
で
の
新
し
い
学
校
生

活
の
ス
タ
ト
を
切
り
ま
し
た
。

今
年
の
留
学
生
は
昨
年
か
ら
の
継

続
留
学
と
な
る
2
名
を
含
む
ロ
名
で
、

沖
縄
県
や
佐
賀
県
か
ら
の
留
学
生
な

ど
全
只
が
道
外
出
身
者
で
す
。

4
月
ロ
日
に
は
校
庭
向
波
宮
を
利

用
し
た
歩
く
ス
キ
ー
の
授
業
も
行
わ

れ
、
初
心
者
向
。切
学
生
た
ち
も
ス
キ

!
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

平成 B年度山村留学児童名

学年 児 童名 性別 盟親 保護者住所

2 大村 1~ 立 自越夫 静岡県静岡市大谷4582-]

3 大木唱1型 見 宮越一夫 名古屋市天白区植田叫ノ巣11-212

3 山下車i紀 タ3 宗像久子 神奈川県逗子市池子3-]3-25

4 号lf木粥令 女 富越一夫 福岡市南区長住4丁目]]-26

5 藤チ1 蹴 9) 宗像久子 東京都世田各区若林]-8-25

5 藤田綾子 女 宗像久子 大臣府盟中市西且丘1丁目]]-5

5 大塚 車主 男 丸山良祐 東京都版画区高島平2-33ー]-517

5 備本佳出栄 1立 丸山良祐 香川県坂出市加茂町681-1

5 中野 J昌平 9J 広mf~一 佐t.i11;~ 多久市南多久町大野

6 玉域 w吾 !1J 丸山良祐 沖縄県糸満市宇糸満]483-]

6 町村骨織 1立 JLliJJi!11i 神奈川県綾瀬市寺尾北1ー]2-]4

6 石村順咽l lj~ 広UJ悦 背轟県南津軽郡出岡町宇出附

( . • 
第 4回ペガサスの翼

帰町報告会開催

町
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
町
制
助
を

受
け
て
実
施
し
た
第

4
回
ペ
ガ
サ
ス

の
興
派
遣
事
業
を
終
え
、
そ
の
研
修

成
果
や
内
谷
を
広
く
町
民
的
方
々
に

報
告
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
報
告

会
が

3
月
初
日
、
町
民
セ
ン

タ
ー
に

お
い
て
開
催
き
れ
ま
し
た
。

報
告
会
に
は
、
一
般
町
民
を
合
的

て
約
卯
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
B

5
版

ωべ
l
ジ
の
報
告
書
も
会
場
で

配
布
さ
れ
ま
し
た
。

会
的
進
行
は
、
青
年
会
組問
に
よ

っ

て
進
め
ら
れ

2
月
沼
田

1
3
月
1
日

ま
で
の

8
日
間
に
お
よ
ん
だ
ニ
ュ

ジ
l
ラ
ン
ド
視
察
研
修
の
ピ
デ
方
報

告
、
ス
ラ
イ
ド
報
告
、
個
人
報
告
が

行
わ
れ
盛
会
町
、
っ
ち
に
報
告
会
が
終

わ
り
ま
し
た
。

8
月
口
日

1

9
月
1
固
ま
で
の

2

週
間
に
わ
た
り
ニ
ュ
ジ

l
ラ
ン
ド

〕B
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の
パ

i
ン
サ
イ
ド
同
校
生
制
名
が
今

金
町
で
ホ

l
ム
ス
テ
ィ
を
す
る
予
定

も
あ
り
、
今
後
ま
す
ま
す
交
流
が
深

ま
り
ま
す
。

愛と希望のシンボル

愛指令人形を贈る

町
内
の
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
愛
指

令
内
会
で
は
、
オ
モ
チ
ャ
の
兵
隊
を

型
ど
っ
た
愛
指
令
人
形
を
作
成
し
て

保
育
所
、
幼
稚
園
な
ど
を
卒
臨
す
る

児
童
に
愛
と
希
望
的
象
徴
と
し
て
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
人
形
は
、
こ
と
よ
き
玩
n
H
が

作
成
し
た
も
の
で
、

3
月
お
日
に
は

今
金
保
育
所
を
3
名
の
メ
ン
バ
ー
が

訪
れ
、
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し

た
。

当
日
は
、

子
供
か
ら
お
年
祷
り
ま

で
約
刊
名
が
集
ま
り
、
梅
崎
所
長
さ

ん
の
今
金
町
の
交
通
事
故
の
笑
拙
ゃ
な

ど
の
統
括
と

8
ミ
リ
映
画

「
て
ん
や

わ
ん
や
の
お
年
待
り
交
通
安
全
教
室」

が
上
映
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

隠
れ
た
危
険
を
想
定
し
て
の
運
転

「

か
も
し
れ
な
い
運
転
L

の
大

事
さ
と
、
普
段
の
心
柄
、
え
と
し
て
斜

め
横
断
、
駐
車
し
て
い
る
車
の
問
か

ら
の
飛
び
出
し
、
夜
間
的
黒
い
服
装

の
横
断
は
特
に
注
芯
し
て
ほ
し
い
と

強
制
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
南
西
沖
地
浪
復
旧
工
事
に

伴
い
大
型
車
両
が
多
数
倍
来
し
て
い

る
た
め
、
虫
大
事
般
に

つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
の
で
注
意
附
叩
い
た
い
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

悲
惨
な
事
故
を
な
く
そ
う
刀

い
ト

た
ン

き
イ

お
ポ
相

て
の
闘

っ
正
刑

知
改
開

は
部
制

げ

一冊

だ
法

れ
交

こ
道

優良運転者は免許証の有効期聞か

最長5年間に延長されます。

南
町
々
内
会
が

交
通
安
全
教
室
を

開
催

毎
日
の
よ
う
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で

悲
惨
な
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流

れ
て
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
‘
南
町
で
は
交
通
事
故

の
な
い
町
内
会
に
し
よ
う
庁
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
3
月
児
日
夜
、
町
交
通
安

全
係
、
今
金
普
察
官
派
出
所
内
協
力

を
得
て
、
森
林
組
合
2
階
会
議
室
で

交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

優良運転者の条件砂免許歴5年以上、過去5

年間無違反のドライパー

年齢制限惨70殺未満(更新時の誕生日に70歳

になる人まで)...5年間/更新時の誕生日に

71歳になる人 4年間/更新時の誕生日に72

歳になる人から 3年間

経過鎗置砂平成8年5月9日までは、免許歴8年

以上、過去3年間無違反のドライパーが優良運

転者〈※平成6年6月10日以降に免許証有効期

限(誕生日)を迎えるドライパから実施〉

特定区間で違法駐車をすると、「車舗

止め装置J(同標章)か取り付けられる

ことがあります。
取付け図間表示板

車輪止め装置

特定区間砂繁華街など、 一

定の区間を「車輪止め装置

取付け区rmJとして指定

車輪止め装置(標章)の取り

はすし砂普祭器長に申し出

て、規定の手続きを行う

罰則砂装置の破損 ・除去等

はl年以下の懲役また

万円以下の間金/標章の破

損・除去等は 2万円以下町

罰金または科料

短期人間ドック

《日帰りコース》

• • 
の案内

i荷30歳以上の今金町国民健康保険加入者を対象とした短期

人間 ドy;7を行います。

自分の健康は自ら守るという意味からも健康検去を受けま

しょう 。

高速道路等での30-40キロ未満の速度
超過違反には、反則金が適用されま蕊

高速道路等惨高速自動車国道と自動車専用道路

反則金砂現行の例fjlJ適用から下表の反則金適

用に改正。40キロ以上の速度超過には罰則適用

l世帯 l名50名(希望者が定員を越えますと、

の抽選とします)

15，000円 (総費用50，000円)

員

受 診料

定羽一35キロ未満 35-40キロ未満

大型 30.000円 40旺E円

普通 25αE円 35日氾円

ニ槍 2日目お円 羽田沼円

I J京付 15 旺M日円 20目ね円
今金町国保病院

申し込みは 5月20日までで、役場町民福祉課国保係まで (fi

2 -0111内線126、 125番〉

受診病院

違反点砂30-40キロ未満の速度超過は現行の

6点から 3点に改正

1
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内
肱
協
事
務
所
2
階
大
会
印
刷
室
で
関
係

者
ら
印
名
が
参
加
し
て
践
大
に
開
僻

さ
れ
ま
し
た
。

町社会福祉協議会では昨年か

ら共同募金の一部を活用して新

入学児童に黄色いカサを寄贈し

ています。 3月18日に代表者ガ

大嫁教育長に手渡しましだ。

ムイエローパラソル寄贈

軟白長ネギ振興会

設立10周年を祝う

軟
白
長
ネ
ギ
栽
常
に
取
り
組
ん
だ

経
緯
は
、
転
作
円
強
化
、
米
価
の
引

き
下
げ
な
ど
に
よ
り
、
水
稲
単
作
で

の
収
益
性
が
低
下
し
、
昭
和
団

i
m

年
内
連
続
冷
害
の
影
響
も
あ

っ
て
、

比
較
的
気
候
変
動
向
影
響
を
受
け
に

く
い
新
し
い
作
物
を
模
索
し
た
結
果
、

昭
和
印
年
度
近
単
事
業
に
よ
り
栽
培

ハ
ウ
ス

9
2
0
伴
、
育
前
ハ
ウ
ス
1

0
0
坪
を
場
入
し
ス
タ
ー
ト
。
残
宮

ま
だ
多
い

3
月
早
々
ハ
ウ
ス
匙
設
に

始
ま
り
、
持

Hm定
相
、
栽
培
管
理
、

収
様
、
販
売
と
全
て

7
戸
全
貝
で
お

こ
な
い
ま
し
た
。

を和
迎 59今
え、年金
→に町T
記設軟
念、立自

宅見さ長
主主れ才、
おてギ
五か振
角ら興
18 10会
日周が ・沼田園邑瓦.，....".・開mIぶ ε

、年昭 ム主催者あいさつをする小田島振興会長

主主都品:g~之10周年記念祝賀会

新入生を突通事故から守ろうH

新入学児童の受通事改防.Ltに

役立ててと3月23目、商工婦人

部代表3名ガ手作りの鈴を町教

育委員会ヘ寄贈してくれまし定。

マ愛の鈴寄贈

こ
の
問
、
平
成
2
年
1
月
の
豪
雪

に
よ
る
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、
南
西
沖
地

震
に
よ
る
大
被
害
を
受
け
る
な
ど
幾

多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
平
成
元
年

度
に
は
販
売
高
l
億
円
を
突
破
。

今
金
男
爵
、

昭和59年度 7.8 t 2，500，000円
昭和60年度 36.7 t 11，780，000円
昭和61年度 66.1 t 17，320，000円
昭和62年度 12l. 9 t 45，380，000円
昭和63年度 249.3 t 93，640，000円
平底フじ年度 277.7 t 124，000，000円
平成2年度 334.6 t 133，060，000円
平成 3年度 393.7 t 176，750，000円
平成4年度 345.9 t 145， 879， 00。円
平成 5年度 340. 1 t 177， 259，口00円

昭和59年度 金庫地区 7戸スタ ト 30a 7Fi 
昭和60年度 55a 

昭和61年度 λ車市原地区 3戸加入 91 a 10戸
昭和62年度 λ車中世地区 4戸加入 148 a 14戸
昭和63年度 240a 
平成Z年度 神丘・壷距 λ車 3戸加入 320a 17Fi 
平成2年度 387 a 
平成3年度 420a 
平成4年度 430a 
平成5年度 北陸山丹現地区 Ip加入 442 a 18Fi 

今金ライオンズクラブでは、

毎年、新f年生にランドセル力

J¥ー(通学傷害保険{寸〕を寄憎

しています。 3月318に代表2
名ガ大塚教青畏に手渡しまし疋。

今
金
だ
い
こ
ん
に
次

栽培面積の推移

Aランドセルカバー寄贈

ぐ
特
産
品
「
今
金
軟
白
長
ネ
ギ
」
と

し
て
毎
年
1
億
5
千
万
円
ほ
ど
を
コ

ン
ス
タ
ン
卜
に
出
荷
す
る
に
至

っ
て

い
ま
す
。

1日年聞の販売実績

1目年間の栽培戸数

祝
賀
会
で
は
小
四
品
親
守
会
長
が

7
定
時
、
定
長
、

定
質
。
を
目
標
に

一
層
的
努
力
に
励
ん
で
い
き
た
い
。

」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

• 

• • 

• 
で
、
た
だ
ぼ
ー

っ
と
立

っ
て
い
た
の

で
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
仕
事
を
見
つ

け
、
進
ん
で
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

第
二
に
は
「
体
力
作
り
に
努
力
す

る
」
で
す
。
と
ぴ
ば
こ
、
な
わ
と
び
、

マ
ラ
ソ
ン
、
と
う
立
な
ど
は
に
が
て

な
の
で
、
今
度
か
ら
よ
く
練
習
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

第
三
は

「
習
っ
た
こ
と
は
復
習
す

る
」
で
す
。
3
学
期
こ
ろ
に
な
る
と

1
学
期
に
習

っ
た
漢
字
な
ど
を
忘
れ

て
し
ま
う
の
で
、
今
年
は

一
日
に
学

習
し
た
こ
と
を
家
庭
学
習
に
き
ち
ん

と
ま
と
め
.
毘
裂
な
材
中
を
メ
モ
し
よ

う
と
思
い
ま
す
。

今
年
は
も
う
最
間
学
年
な
の
で
そ

の
こ
と
を
白
日比し
て
、
今
ま
で
以
上

町
色
々
な
事
を
、
学
び
た
い
で
す
。

fγ一一3ろ弘ヴ場巻勧の戸イドル一一……………e一……………e一……….一………-一……………'一一……a一一一一e一一一，一一一一-一一………-一…一.一…一一.
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('1'. < 4 . 月 刊 )

神丘中央西野恒幸弘、紀美江なの畳女
6OI __  [貌から]

ど、 4月からは保育所に行っています

元気に、みんなに好かれる優しい干に

⑧
⑥
⑧
⑨
⑧
⑧
 

ま
す
。

教
科
は

5
年
生
と
同
じ

7
教
科
で

す
が
、
内
谷
は
ぜ
ん
ぜ
ん
ち
が
い
、

習
う
漢
字
は
1
学
期
だ
け
で
白
文
字
、

社
会
も
こ
れ
か
ら
は
歴
史
を
習
う
の

で
、
全
部
覚
、
え
る
の
に
頭
が
い
た
く

な
り
そ
う
で
す
。

生
活
の
ほ
う
で
は
だ
れ
か
が
ロ

l

カ
を
走

っ
て

い
た
ら

「
だ
れ
か
が
注

意
す
る
か
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
、
思

わ
ず
に
注
泊
し
、
農
作
業
で
も
学
年

の
先
頭
に
立

っ
て
、
作
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
「

6
年
生

っ
て

た
い
へ
ん
だ
な
あ
」
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
目
棟
は
ま
ず
第
一
に

「
自

分
か
ら
す
す
ん
で
や
る
」
で
す
。

去
年
は
だ
れ
か
に
た
の
ま
れ
る
ま

6
年
生
に
な
っ
て

キサ
瀬

勇
気
ぷ

八
東
小
S
年

4
月
6
日
の
始
業
式
で
、
ぼ
く
は

5
年
生
か
ら
6
年
生
に
な
り
ま
し
phe

6
年
生
は
最
間
学
年
だ
し
、
新
し

く
入

っ
て
き
た

1
年
生
の
め
ん
ど
う

を
見
て
や
ら
な
い
と
だ
め
な
の
で
、

こ
の
一
年
自
分
た
ち
の
生
活
が
ど
う

変
わ
る
か
き
ん
ち
ょ
う
し
て
し
ま
い

句 ;
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今
春
.
札
幌
市
に
あ
る
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
町

商
工
会
の
記
帳
専
任
職
貝
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
橋

川
陽
子
で
す
。

「
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
、
頑
張

っ

て
仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

と
話
す

儒
川
♂
は
隣
町
町
長
万
部
町
出
身
で
二
人
姉
弟
の
長

女
、
趣
味
は
古
楽
鑑
抗
、
中
学
時
代
に
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
に
所
属
と
活
発
な
而
も
あ
り
ま
す
。

風
車
型
の
建
物
が
気
に
い

っ
た
様
子
内
情
川
さ
ん
は

簿
記
や
ソ
ロ
パ
ン
な
ど
の
特
技
を
生
か
し
て
仕
事
を

し
た
い
と
張
り
切

っ
て
い
ま
し
た
。

陽子九 (21)

若葉マーク

橋川



年
金
相
談
日
の

お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

記

1 

-危いH

用排水の遊びに気をつけて

検診を受けて明るい健康づくり

5月みんな
農業用の用排水が 5月から使用力、

い しになりますので、幼児童の事故

の な いよう十介気をつけましょう。

今金土地改良区

さ
れ
る
と
き
は
、
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨

て
や
た
き
火
は
絶
対
し
な
い
で
く
だ

下
、

。

1
1
V
 

5
月
刊
日

i
m日
は
強
化
期
間
と

な
り
ま
す
が
、
特
に

5
月
刊
日
は
町

の
山
火
記
念
日
(
日
進
大
火
の
日
)

で
す
。
無
煙
日
と
し
て
火
入
れ
は
一

切
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
注
意
願

い
ま
す
。

な
お
、
焼
州
、
地
ご
し
ら
え
等
で

火
入
れ
を
す
る
と
き
は
、
役
場
の
許

可
が
必
要
で
す
。
必
ず
係
ま
で
申
紡

願
い
ま
す
.

{州
国
林
削
禅
林
務
係
}

5
月

η
日
j
M
M
日
は

春
の
行
政

相
談
週
間
で
す

親
切
、
丁
寧
、
分
か
り
ゃ
す
く
、

使
利
で
迅
速
な
寸
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
め
ざ
し
て
」
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
要

望
等
を
伺
っ
て
い
ま
す
。

役
所
や
公
団
が
行

っ
て
い
る
仕
事

の
こ
と
で
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
納

得
で
き
な
い
こ
と
、
こ
う
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
般
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

コじ景
"

。
相
談
内
容
道
路
、
交
通
安
全
、

年
金
、
登
記
、
郵
便
失
業
給
付
、

役
所
内
窓
口
サ
ー
ビ
ス
な
ど• • 

1 日 " 品 4 市 お 勿ゼ

2日I!l)
9日侭)

老人福祉
① 般相駁 全 住 民 16日開) 10 ， 00-12 凹 全地区 保健指導、健康相談

23日伺)
センター

30日開)

② 股 脱健診 生後 3ヶ月児 9日開) 13，00-14 ，00 " 今保健所宜 股関節X線般影

③ 妊 姉健診 妊婦四方 10日同 党12:4円5--13: 15 " 国保摘院 |糊保健査指導、血、液医検師査語察、歯(科有料指導〕、

④ 乳児相談 |佐8世、 9ヶ月児 12日開 ぇ9，円30-10，00 " 
町民

保健指導、健康相談
センター

⑤ 健l成捨8ヶ月児 生桂 1，車
" 

畳付
" H 

l鉱山J;;
7、 8ヶ月児 12，30-13 叩

@ 育 児講座 生佳 3ヶ月児 19日同 宜9:43寸0-10 ， 00 " " 
⑦ 育 児健診 |生10後、 142、ヶ月7、児 " 又12;村30-13 ， 00 " " 
@ 冊巡 医回 地診 揖区 全 住 民 26日同 党14 村20-14 : 50 " " 眼科

(町民福祉課衛生係 国保係)

O
行
政
相
隙
n
H

生
他
き
よ
え
♂

崎
町

8
2
1
0
7
6
0
4甘

相
談
は
無
料
、
秘
慌
で
す
|

「行
政
昔
前

1
1
0
4甘
」
は
、
函
館

(0
1
3
8
)
2
7

1

1
0
0番

{函
館
行
政
民
察
分
室
〉

国
有
林
へ
入
林
の

場
合
は
届
け
出
を

国
有
林
に
入
林
の
場
合
は
、
最
寄

り
の
森
林
事
務
所
又
は
JU
林
署
へ
入

林
の
届
け
を
し
て
入
林
す
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

〈今
金
引
山
林
出
世
}

自
衛
官
募
集

防
衛
庁
で
は
平
成
6
年
7
月
採
用

内
陸
上
向
中
間
宮
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

*
受
験
対
象

採
用
予
定
目
的

1
日
現
在
、
国
政

以
上
幻
歳
未
満
の
男
子

会
試
験
日

5
月
鈎
日

(日
)

*
問
い
合
わ
せ
先

自
術
隊
A
F
t

金
珠
山
剤
事
務
所

2
2
0
2
5
8
 

槽
山
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
募
集

O
尿
失
禁
を
訴
え
る
也
者
さ
ん
の
町田

%
は
女
性

「
尿
失
禁
」
は
、
自
分
の
意
志
と

は
無
関
係
に
尿
が
漏
れ
て
し
ま
う
症

状
を
指
し
ま
す
。
思
わ
ぬ
と
き
に
下

着
を
汚
し
て
し
ま
い
、
。
周
囲
に
に

お
い
が
伝
わ
る
、
外
陰
部
が
た
だ
れ

る
、
ス
ポ

l
y
が
で
き
な
い
、
外
出

や
仕
事
に
差
し
支
え
る
。
な
ど
、
さ

ま
さ
ま
な
生
活
上
の
不
都
合
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。

女
性
対
象
の
ア
ン
ケ
ト
制
査
に

よ
る
と
、
尿
失
禁
の
あ
る
人
は
、
初

蔵
以
降
に
な
る
と
急
速
に
増
え
、
日

歳
で
は
M
M
%
に
も
上
り
ま
す
。
平
均

す
る
と
約
初
%
で
す
か
ら
、
成
人
女

性
向
約

3
人
に

1
人
は
、
程
度
内
差

こ
そ
あ
れ
、
尿
失
禁
を
経
験
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

O
勝
脱
を
支
え
る
筋
力
の
低
下
が
第

一
の
原
因

尿
失
禁
の
タ
イ
プ
に
は
色
々
あ
り

ま
す
が
、
最
も
多
い
の
は
腹
庄
性
失

禁
と
呼
ば
れ
る
タ
イ
プ
で
す
。
こ
れ

は
。
せ
き
や

7
ン
ャ
ミ
を
す
る
、
盟

い
も
の
を
持
つ
、
ス
ポ
ソ
を
す
る
e

な
ど
、
お
な
か
に
カ
が
入
っ
た
と
き

〕日1
 

〔

社会福祉協議会だより 6. 4. 10 

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがと うございました。

(敬祢略)

〈土佐市〉 〈今金町〉

西 菩 英 雄 町婦人団体連絡協議会

〈札 幌 市〉 蝦 名 房 芳

地 田 克 彦 大 倉 行 雄

岡 回 久 江 カ ナ リ ヤ 会 道 南 支 部

〈苫小牧市〉 緑 柳 会

高 橋 寅 士ロ 浅 井 孝 子
〈函 館市〉 楠 山 辰 ・牧 子

佐 膝 勇 治 伊東卓曙 ・絵美

〈森 町〉 佐々木 美 結

金 丸 和歌子 だ る ま 寿 司
〈八 雲 町〉 能 金

網 逸 子 佐 々 木 金 物

〈大成町〉 富 回 守 園

高 僑 歌 子 富 田 腐

〈北櫓山町〉 士ロ 田 恭 政

尾 野 鯨 士ロ 神 丘 老 人 ク ラ ブ

楠山北高家庭クラブ 犬 塚 宮 夫

浜 回 登

O
募
集
目
的

楠
山
広
域
行
政
組
合
で
は
、
防相山

ふ
る
さ
と
市
町
村
閣
を
組
織
す
る

ω

町
内
一
体
性
と
圏
域
内
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
た
め
圏
域
を
象
徴
す
る

?
lタ
を
募
集
し
ま
す
。

O
応
募
条
何

閤
域
内
外
問
わ
ず
、
ど
な
た
で
も

何
点
も
応
募
で
き
ま
す
。
但
し
、
作

品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

obu募
方
法

白
い

B
4
航
則
紙
に
ン
ン
ポ
ル
マ

ー
ク
梁
を
姉
き
、
そ
の
諜
へ
作
品
の

説
明

(刊
字
以
内
)
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
現
住
所
、
包
括
番
号
‘
職
業

(児
童
生
徒
は
学
校
名
、
学
年
)
を

記
入
し
て
封
筒
に
入
れ
切
手
を
貼
っ

• • ↑うつ伏ぜに竃てi 片足争原1:111

け'るが勺眠〈幽げて開'.この接

勢".比駁的'ltllil.i農協に力唱を入れ
やすい.

軍庭でできる骨盤底筋体操

骨盤底筋修操".~写厄門C刀を入れ，盤の
周閉をゆっ〈りと内側巳引き込むようにし，

その玖惑を5ゆ伺録りきRマ.この選胞を1t空

ツトま圃 18に2セットを目安にして行っ

て<，ささい.

lぁ.H(.'11に褒て片手を

お信ののよに もう 方の

亭畳屋に当てる 腹筋にカ

告入れずに 骨盤底筋にの

み力会ι入勺ているか瑠UL
.，がら体怖を続げる.

可でご

と

き

5
月
刊
日

(
木
)

午
前
同
時
1
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

'

3、
相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務
所

、4

職
只
1
名

ヨ

{
町
民
稲
訓
練
年
金
係
}

シ
5
月
1
日
j
E
月
初
日
は

一

林

野

火

災

予

防

メ

実

施

期

間

で

す

‘幹--
-d

林
野
火
災
は
、

5
月
か
ら

6
月
に

フ

か
け
て

一
番
多
く
発
生
し
ま
す
。

ン

お
り
や
山
菜
採
り
な
ど
で
入
山

，E 

に
漏
れ
る
タ
イ
プ
で
す
。
こ
れ
は
、

勝
脱
や
子
宮
、
腸
な
ど
の
内
臓
を
下

か
ら
支
え
て
い
る
寸
骨
盤
底
筋
」
と

い
う
筋
力
の
低
下
で
起
き
ま
す
。

骨
盤
底
筋
が
弱
る
と
、
勝
脱
を
は

じ
め
と
し
た
内
臓
が
全
体
的
に
下
が

り
ま
す
。
す
る
と
、
尿
道
内
角
度
が

変
わ
り
、
尿
道
括
約
筋
の
力
が
入
り

に
く
く
な
り
、
ま
た
、
筋
力
の
低
下

自
体
も
加
わ

っ
て
、
尿
が
漏
れ
や
す

く
な
る
わ
け
で
す
。

妊
娠
、
出
産
後
の
尿
失
禁
も
こ
の

タ
イ
プ
で
、
大
き
く
な
っ
た
子
宮
が

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
.

Q
品
募
締
切

平
成
6
年
9
月
初
日

O
審
査
と
発
表

選
定
委
員
会
を
設
置
し
後
日
表
彰

し
ま
す
。
特
選
川
万
円
、
佳
作
5
万

円
を
賞
金
と
し
ま
す
。

O
そ
の
他

シ
ン
ボ
ル

7
1
7
は
カ
ラ

l
で
応

募
。
シ
ン
ボ
ル
マ

l
ク
柴
は

一
部
加

筆
修
正
す
る
場
合
が
あ
る
。
作
品
は

返
却
し
ま
せ
ん
.
作
品
の
術
利
は
行

政
組
合
に
帰
属
し
ま
す
。

O
応
募
、
問
い
合
わ
せ
先

相
山
郡
江
差
町
字
茂
尻
町
町
四
番
地

検
山
広
域
行
政
組
合
地
域
振
興
課

2
0
1
3
9
5
1
2
1
1
9
5
5
 

)) 

→ジヤノプ脅する前に骨盤，.筋

>組組さゼ 程〈ンヤノプをす

る.二のo..を繰り返し行ラて

.組"のifi耳障で原が2・れないよ

うにする.

← h'ら4をかき 両

手を俸の憤ろに錨"

る.ニの安努" 骨
盤底筋にヲゆが入れや

すい.

t足>肩帽のa;，に鵬， . 二~(事貸で骨"
..S>根.，ゼる.司F
e慢ろに園して御>

mの辺りに幽て。筋肉

にカが入ゥている".

確かのる.

勝
脱
を
圧
迫
し
た
り
、
分
娩
時
に
骨

盤
底
筋
が
過
伸
展
し
た
た
め
に
、
筋

力
が
低
下
す
る
こ
と
で
起
き
ま
す
。

。
骨
盤
底
筋
体
操
で
、
尿
失
禁
の
3

分
の
1
は
治
る

腹
圧
性
尿
失
禁
は
「
骨
盤
底
筋
体

操
」
を
行
う
こ
と
に
よ
り
改
普
し
ま

す
。
こ
れ
は
骨
盤
底
筋
を
収
縮
し
た

り
、
弛
緩
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
で
、

筋
力
を
鍛
え
る
方
法
で
す
。
こ
の
体

操
に
よ
っ
て
、
初
%
程
度
内
人
が
完

全
に
治
り
、
刊
%
の
人
に
症
状
的
改

普
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
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。800@0令住民の動態令や令

(前n対比)

(ー70)

( -38) 

( -32) 

(ー11)

3月末現在

7，416人

3，584人

3，832人

2，472世帯

人口

男

女

世帯数

2⑦3021 
E②0221 
8④5011 
E③5321 
8②0057 
2②0324 
g④5011 

2②0221 

5月の休日当番匡
楢崎医院 (瀬棚)

今金町国 保病院 (今金)

道南ロイヤノレ病院 (北楢山)

北槍山町国保病院 (北格山)

岩間医院 (今金)

古田医院 (今金)

道南ロイヤノレ病院 (北格山)

今金町国 保病院 (今金)
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リ

九

九

九

a

ら
i

'
勺
i

句
i

じ
か佳
こ
子
ヰ
叫

ん
肘
優

か舞
H
友

たお

村

原

村

固

山

川

植

3月11日(賢ーさん長女)12

4月 1日(雅之さん長-9:)京 町

4月5日(繁嗣九長男)南22受

i町民

x クラブのご案内
気i隆に相談ください!見学大歓迎です!

、きらきらが

。いつまでもおしあわせに

%111回 正直九(大和町)=森瀬ひとみ九川棚町)

% 鈴木志直九(東 町)=加藤 直子さん(舗順1
% 楠山 辰さんは相町)=川村牧子九(大和町)

% 佐々木真ーさん(直甜)二泊回 隆美九(大和町)

メ浅井 武さん(大和町)=大塚 孝子九(j揃l胸)

パ 今野 重幸さん(金官、中央)=吉田 秀子九(大和町)

》ィ;瀧I畢 稔九(金腕相)=山田 美和さん(函館前)

%山国 務九(神鼠古)=高瀬 統九(柴町)

官食事をしたが Lつない 合偏食がはげしい 会排せ

つがまだ自立Lていない 合言葉がでない 会発音

がはっきりしない 合乱暴な行為が多い 合遊ばな

いでジッとしている 会 人遊びばかりしている

会怒りっぽい 合こだわりが強い 会身体にマヒが

ある 会発育が遅い 合どもる 会ひきつけがある• 
等の悩みや鴫問題だなァ "と思われる ことがありませ

んか。

噴きら きら クラブ。は小さなお子さんのも っている様々

な問題や悩みをできるだけ早〈解消し、健康で情操強か

に、生活の'JPド的習慣を身につけることを目的とした V
と晴子伊が共に通闘するクラブです。

町

町

緑

i時i
87歳

60政

~おくやみもうしあけ'ま す

河合米男さん 4月 1日

原 孝夫九 4月6日

クラブの概要

対象者 上記のような悩みを持つ親と子ども。

子ど もは 2歳位から学齢まで。

踊
り
と
歌
で
豊
寿
園
、

カ
ナ
リ
ヤ
会
の
メ

ン
バ

ー

実施場所。今金幼稚園教室

指導体制l専任指導員 I名、臨時指導員 l名、施設管

型者f1名

問い合わせ先・申 L込み

今金保健所保健婦 (宮 2-025]) 

役場町民福祉税福祉係か保健婦 (H2 -OJll) 

発
行
/
北
海
道
合
金
町
役
場

暮らしの伝言板コーナーをつくります

耐
②
O

T

A

1

4

l

番

• 
光
の
里
を
訪
問

園
生
の
飛
び
入
り
も

緑
柳
会
と
カ
ナ
リ
ヤ
会
一

行
が
3

月
犯
目
、
盟
舟
闘
と
光
の
里
学
闘
を

訪
れ
て
自
慢
の
踊
り
と
歌
を
披
露
し

ま
し
た
。

あ
で
や
か
な
踊
り
と
得
意
の
ノ
ド

の
披
露
に
集
ま

っ
た
お
年
寄
り
ゃ
回

生
ら
は
手
拍
子
を
打
ち
な
が
ら
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

光
の
星
学
悶
生
の
飛
び
入
り
の
歌

も
あ
り
い

っ
そ
う
盛
り
上
が
り
ま
し

た

ホゆずってください"コーナー

家庭内にあ って捨てるにはモッタイナイ品、新

品を貝うのもモ yタイナイという人のためのコー

ナーとしますのでご利用ください。

例 三輪車、スキー、ベビーベ y ドなど

。 *ゆずります砂

。各種団体のイ ベントや会合日程などの

案内をします。

申し込みは役場企画調整課広報広聴係まで

fi 2 -0111 (内線132番)FAX 2 -3262 

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
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